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☆ 準備いただく証明書等 ☆ 

１．一般の生命保険料払込証                    

２．個人年金払込証明書 

３．地震保険料払込証明書 

４．住宅取得等特別控除証明書 

５．小規模企業共済払込証明書 

６．支払医療費の領収証等(確定申告のみ)  

７．事業の他に給与収入等がある場合はその源泉徴収票 

８．国民年金払込証明書  

（社会保険庁より１１月上旬に届いていると思いますが、 

お手元にない場合は再発行の手続きを必ずお願いします） 

９．国民健康保険料の支払額が確認できる書類  

（領収証等で結構ですが不明な場合は下記までご確認下さい）    

１０．マイナンバー 

会員の皆様  

新年明けまして、おめでとうございます。 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

京北商工会役職員一同 

年末調整について 

本年も、年末調整を行う時期となりました。 

納付期限は１月２２日(月)までとなっています。 

青色専従者給与や従業員にお給料を支払われている事業所だけでなく、お給

料の支払がない方でも税務署から年末調整に関する書類が届いている方や、

アルバイトだけの雇用をされている事業者の方も必ず相談をお願いします。 

 マイナンバー制度導入により書類や必要事項等にご注意ください。 

決算申告について 
決算・確定申告の時期も近づいてまいりました。

詳しい日程・内容等は、後日案内させていただきま

すが、確定申告に関して必要な書類等についてお

知らせします。 

 

 

 

右京区役所京北出張所 福祉担当   

TEL 852-1815 

（氏名・住所・保険証の番号等を

言ってもらえば調べてもらえます） 

国民年金払込証明書 再発行先 

京都西年金事務所 TEL 323-1170 

ねんきん加入者ダイヤル 

TEL 0570-003-004 

（年金手帳など基礎年金番号が分かる

ものをお手元にご用意ください。） 

国保確認先 
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※定員 ２０名 ・ 受講料 無料 

  別紙ちらしをご参照ください              お申し込みは商工会まで TEL ８５２－０３４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お客様のプレミアム商品券の使用期限は 

12月末日となっています。 

お預かりいただいたプレミアム商品券に 

ついて、商工会で精算していただくのにも 

期限があります。ご注意ください。 

 

 

 

 

※お手元に商品券がないか再度ご確認をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

プレミアム商品券の 

     精算についてご注意！！ 

ぱいぷ発行 
 商工会青年部・女性部の広報委員さまによる年

賀の冊子「ぱいぷ」が発行されます。表紙を飾る

のは商工会長。今年の漢字は「輪」です。 

お手元に届くのを楽しみにしていてください。 

女性部研修会 

日頃から、商品、サービスをお客様に提

示するときの表現に悩まされてはおられま

せんか。研修会のテーマは「人を引き付け

るキャッチコピーで売上アップ！」です。 

女性部員さんのみならず、どなたでもお

申込みいただけます。 

 

   

 

 

日時 ： 平成３０年１月１５日（月）  

１３時３０分～１５時３０分 

 

講師 ： 中小企業診断士  

足立 早恵子 氏  

 

商品券取扱加盟店の皆様へ 

精算期限 ： 平成３０年１月３１日（木） 

売上向上対策セミナー 
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 事業等 日程等 詳細 

年末調整事務手続き ・１月５日（金）～ １２日（金） 

個別相談のご案内を送りましたが、届

いていない場合でもお気軽にご相談

下さい。 

巡回決算申告相談 
・２月２０日頃 

（後日ご案内いたします） 

京北地域の各地域にて申告の相談を

行います。 

近畿税理士会右京支部 

申告相談 

・２月２６日（月）、３月５日（月）、 

 ３月９日（金） 

近畿税理士会右京支部より税理士の

派遣を頂き、所得税・消費税の申告指

導を行います。 

商工会だよりに関するお問い合わせは 

京北商工会まで  TEL 075－852－0348   FAX 075－852－1173 

URL http://keihoku.sakura.ne.jp/  ﾒｰﾙ keishoko@skyblue.ocn.ne.jp 

 

今後の予定 

編集後記 

新年あけましておめでとうございます。本年も引き続き事業所様の支援に励み

ます。みなさま、どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、松下幸之助氏が『事業は人なり』という言葉を残しておられます。ご自

身の著書にも「人を使うは苦を使う」ということわざが紹介されているように、

ときには傷ついたり、腹が立ったりするのが、人を使う苦労というものでしょ

う。人を使い、活かしていくということは、人に関する苦労がつきまとうとう

ことです。今、経営計画を立てその計画と現実とのギャップを埋めながら計画

を遂行していくのに必ず『人』が介入します。結局、腹をくくってそれと向き

合い、すべて背負っていかなければならない。それが経営者であり、また使命

なのだと教えられました。支援員として原点を見失わないよう皆様の経営のサ

ポートに力を注ぐことを年の始めに再認識いたしました。     Ｓ．Ｈ 

1月に理事会が開催されます。理事の皆様にはお世話に

なりますが、よろしくお願いいたします。 


